
3連戦、すべてを占う第1ラウンド
リーグ戦を制し、大きな弾みをつけろ！

ここから川崎フロンターレとの3連
戦が始まる。今節のリーグ戦に続

き、11日にはルヴァンカップ準々決勝第
1戦、15日には第2戦が控える。9日間で
同じ相手と三度対戦する異例の日程だ
が、出だしのリーグ戦での勝点3が、その
後のルヴァンカップにポジティブな影響
をもたらすことになるだろう。
　フロンターレとの対戦といえば、昨シー
ズンのルヴァンカップ準決勝の大逆転が
印象深いが、一方で苦い経験もしている。
それは明治安田百年構想リーグの開幕

戦だ。レイソルはフロンターレの鋭いカウ
ンターから開始25分で3点のリードを許し
た。ハットトリックしたエリソンは移籍した
が、脇坂泰斗、山本悠樹ら技術の高い中
盤の選手を擁し、マルシーニョ、伊藤達哉
の突破力を生かした攻撃は今シーズンも
強烈だ。現に第12節ファジアーノ岡山戦
では、素早いトランジションから2点を奪
った。それを受けて戸嶋祥郎は「カウンタ
ーを出させない試合の進め方が大事」と
攻守のバランスをポイントに挙げる。
　ただ、レイソルはタフな日程の中でも

好調を維持している。リーグ戦ではFC
東京、鹿島アントラーズ、浦和レッズとい
う難敵相手に2勝1分。先日のACL Elite
の大田ハナ・シチズン戦でも2−0の快
勝を収めた。弓場堅真は「サイドに強み
があるのはこちらも同じ」と自信を口にす
る。フロンターレのカウンターを警戒す
ると同時に、最近の公式戦で発揮され
ている守備の安定と、自分たちの武器で
ある多彩な攻撃を繰り出すことができれ
ば、自ずと勝ち筋は見える。重要な3連
戦の初戦、まずは白星発進といきたい。

クラブ応援プランで、
レイソルの強化に協力しよう！

加入はこちらから▲

2026/27明治安田Jリーグ全試合を、
　　　が配信。

k a s h i w a  R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

川崎フロンターレ

528
V o l .

柏ホームタウンデー
日立システムズDAY

2026/27
MEIJI YASUDA J.League
division 1 Sec.14
2026.11.07 SAT

勝利続きで勝手
にニヤニヤが出て
きてしまいますー！強
いぞレイソル！連
戦続いてハード
だけど、どうか誰
も怪我なく！絶好
調で突き進もう！



爆発的なスピードと鋭いドリブル
を武器に、左サイドから相手守備
陣を切り崩すアタッカー。背後の
スペースへの飛び出しにも優れ、
カウンターでは大きな脅威となる。
今季も川崎の攻撃を牽引し、第12
節のファジアーノ岡山戦では先制
点をアシストすると、自らもゴール
を決めて勝利に貢献した。個の突
破力だけでなく、ゴール前での決
定力も高く、レイソルとしては攻撃
時のリスク管理と、ボールを失っ
た直後の対応が重要になる。 ©J.LEAGUE

S t a f f

ヘッドコーチ／栗澤 僚一
コーチ／大谷 秀和、染谷 悠太
GKコーチ／井上 敬太
フィジカルコーチ／松原 直哉
フィットネスコーチ／長谷 篤

2026/27 明治安田 Ｊ1リーグ 第14節

2026.11.07 SAT／三協フロンテア柏スタジアム
16:03 KICK OFF

K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6 / 2 0 2 7  G A M E  S C H E D U L E

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
1 8月8日（土）  19:00 三協F柏 水戸ホーリーホック ○2-1
2 8月14日（金） 19:00 MUFG国立 東京ヴェルディ ○3-1
3 8月21日（金） 19:00 三協F柏 V・ファーレン長崎 ○4-2
4 8月29日（土） 18:30 アイスタ 清水エスパルス ○1-0
5 9月2日（水） 19:00 ハナサカ セレッソ大阪 ●0-2
6 9月6日（日） 19:00 三協F柏 横浜F・マリノス ●0-2
7 9月11日（金） 19:00 サンガS 京都サンガF.C. ○3-2
8 9月20日（日） 17:00 Gスタ FC町田ゼルビア ○4-2
9 10月9日（金） 19:00 三協F柏 ヴィッセル神戸 ○4-2

10 10月17日（土） 19:00 三協F柏 名古屋グランパス ●1-3
11 10月21日（水） 19:00 味スタ FC東京 △0-0
12 10月24日（土） 15:00 メルスタ 鹿島アントラーズ ○3-2
13 10月31日（土） 16:00 三協F柏 浦和レッズ ○4-0
14 11月7日（土） 16:00 三協F柏 川崎フロンターレ ー
15 11月20日（金） 19:00 三協F柏 ジェフユナイテッド千葉 ー
17 11月28日（土） 16:00 三協F柏 サンフレッチェ広島 ー
18 12月6日（日） 16:00 三協F柏 アビスパ福岡 ー
19 12月13日（日） 14:00 JFEス ファジアーノ岡山 ー
16 12月16日（水） 19:00 パナスタ ガンバ大阪 ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
20 12月19日（土） 16:00 U等々力 川崎フロンターレ ー
21 2月13日（土）or14日（日） 未定 三協F柏 清水エスパルス ー
22 2月20日（土）or21日（日） 未定 水戸信ス 水戸ホーリーホック ー
23 2月27日（土）or28日（日） 未定 ピースタ V・ファーレン長崎 ー
24 3月6日（土）or7日（日） 未定 ベススタ アビスパ福岡 ー
25 3月10日（水）※1 未定 三協F柏 京都サンガF.C. ー
26 3月13日（土）or14日（日）※2 未定 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー
27 3月20日（土）or21日（日） 未定 三協F柏 東京ヴェルディ ー
28 4月3日（土）or4日（日） 未定 三協F柏 セレッソ大阪 ー
29 4月10日（土）or11日（日） 未定 埼玉 浦和レッズ ー
30 4月17日（土） 未定 日産ス 横浜F・マリノス ー
31 4月24日（土）or25日（日）※3 未定 三協F柏 ガンバ大阪 ー
32 4月29日（木・祝）※4 未定 三協F柏 FC東京 ー
33 5月3日（月・祝）or4日（火・祝）※5 未定 ノエスタ ヴィッセル神戸 ー
34 5月9日（日）※6 未定 三協F柏 FC町田ゼルビア ー
35 5月15日（土）or16日（日） 未定 未定 名古屋グランパス ー
36 5月22日（土）or23日（日） 未定 Eピース サンフレッチェ広島 ー
37 5月29日（土）or30日（日） 未定 三協F柏 鹿島アントラーズ ー
38 6月6日（日） 未定 フクアリ ジェフユナイテッド千葉 ー

明治安田J1リーグ

※2027年開催分の詳細は、12月上旬に発表予定です。※1：2/24（水）に開催する可能性あり　※2：3/3（水）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※3：柏またはG大阪がACL Elite準々決勝進出の場合は
4/1（木）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※4：柏がACL Elite準々決勝進出の場合は5/19（水）に開催する可能性あり　※5：柏または神戸がACL Elite準々決勝進出の場合は5/5（水・祝）もしくは5/26
（水）に開催する可能性あり　※6：ルヴァンカップ決勝進出クラブの試合は4/21（水）、5/12（水）、5/19（水）、 6/2（水）のいずれかに開催する可能性あり

◎プライムラウンド：準々決勝
節 日付 時刻 会場 対戦 結果

第1戦 11月11日（水）19：00 U等々力 川崎フロンターレ ー
第2戦 11月15日（日）17：00 三協F柏 川崎フロンターレ ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
2回戦 8月26日（水）19：00 三協F柏 専修大学 ○2-1
3回戦 9月23日（水・祝）17：00 三協F柏 FC今治 ○4-0
R16 12月9日（水）19：00 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー

2026/2027
Ｊリーグ

ヤマザキビスケット
ルヴァンカップ

天皇杯
JFA第106回
全日本サッカー
選手権大会

					   

			 
J.LEAGUE DIVISION 1 順位表

2026年11月2日現在

順位	 チーム	 勝点	 試合	 勝	 引分	 敗	 得失点差

	1	 FC東京	 30	 13	 9	 3	 1	 23
	2	 広島	 29	 13	 9	 2	 2	 22
	3	 町田	 28	 13	 8	 4	 1	 20
	4	 柏	 28	 13	 9	 1	 3	 10
	5	 神戸	 26	 13	 8	 2	 3	 9
	6	 鹿島	 23	 13	 7	 2	 4	 7
	7	 川崎	 22	 13	 6	 4	 3	 5
	8	 横浜FM	 21	 13	 5	 6	 2	 6
	9	 浦和	 21	 13	 7	 0	 6	 -6
10	 岡山	 16	 13	 5	 1	 7	 -6
11	 名古屋	 14	 13	 4	 2	 7	 -6
12	 C大阪	 14	 13	 3	 5	 5	 -10
13	 清水	 14	 13	 4	 2	 7	 -12
14	 京都	 13	 13	 3	 4	 6	 -6
15	 長崎	 12	 13	 3	 3	 7	 -5
16	 G大阪	 12	 13	 2	 6	 5	 -7
17	 東京V	 11	 13	 2	 5	 6	 -11
18	 千葉	 10	 13	 2	 4	 7	 -9
19	 水戸	 9	 13	 2	 3	 8	 -13
20	 福岡	 7	 13	 2	 1	 10	 -11

柏レイソル  　  　       川崎フロンターレ

予想スターティングメンバー
［監督］リカルド ロドリゲス

Stop! T h e  K e y  P l ay e r

1	 GK	猿田 遥己 HG
2	 DF	 三丸 拡
3	 DF	 麻田 将吾	
4	 DF	 古賀 太陽 HG
5	 MF	 遠藤 渓太
6	 MF	 山田 雄士 HG
8	 MF	 小泉 佳穂	
9	 FW	 細谷 真大 HG
11	 MF	 渡井 理己	
13	 DF	 犬飼 智也	
14	 MF	 大久保 智明
15	 FW	 藤尾 翔太	 	
16	 MF	 汰木 康也	
17	 MF	 手塚 康平 HG
18	 FW	 垣田 裕暉	
19	 MF	 仲間 隼斗 HG
20	 MF	 瀬川 祐輔	
21	 MF	 小西 雄大	
23	 MF	 長南 開史（2種） HG
24	 MF	 久保 藤次郎	
25	 GK	小島 亨介	
26	 DF	 杉岡 大暉	
27	 MF	 熊坂 光希 HG
28	 MF	 戸嶋 祥郎	
29	 GK	永井 堅梧
30	 MF	 古谷 柊介
32	 DF	 山之内 佑成
33	 MF	 岩永 創太	 	
39	 MF	 中川 敦瑛	
40	 MF	 原川 力	
42	 DF	 原田 亘
43	 MF	 加茂 結斗（2種）
44	 MF	 弓場 堅真
45	 DF	 佐藤 桜久（2種）	
46	 GK	松本 健太 HG
51	 FW	 満田 誠
56	 DF	 常藤 奏
63	 GK	金子 遙真（2種）
64	 MF	 五十嵐 陵（2種）
77	 GK	若原 智哉
87	 MF	 山内 日向汰	
88	 DF	 馬場 晴也
※出場停止：なし

川崎フロンターレ
23 FW マルシーニョ

S t a f f

ヘッドコーチ／中村 憲剛
コーチ／長橋 康弘、佐原 秀樹、
　　　  吉田 勇樹、中嶋 円野
GKコーチ／石野 智顕、安藤 駿介
フィジカルコーチ／ヴォイチェフイグナティウク、
　　　　　　　　 松本 圭介

［監督］長谷部 茂利

1	 GK	山口 瑠伊
2	 DF	 松長根 悠仁 HG
3	 DF	 谷口 栄斗
4	 DF	 ペドロ ホマーノ
5	 DF	 佐々木 旭
6	 MF	 山本 悠樹
8	 MF	 橘田 健人
9	 FW	 ラザル ロマニッチ
10	 MF	 大島 僚太 HG
11	 FW	 小林 悠
13	 DF	 三浦 颯太
14	 MF	 脇坂 泰斗 HG
16	 MF	 大関 友翔 HG
17	 FW	 伊藤 達哉
18	 MF	 紺野 和也
19	 MF	 河原 創
20	 FW	 持山 匡佑
21	 GK	早坂 勇希 HG
22	 DF	 フィリップ ウレモヴィッチ
23	 FW	 マルシーニョ
24	 FW	 宮城 天 HG
25	 MF	 山市 秀翔
26	 MF	 由井 航太 HG
28	 DF	 丸山 祐市
29	 DF	 山原 怜音
30	 DF	 野田 裕人
31	 DF	 関 德晴 HG
32	 DF	 林 駿佑 HG
33	 GK	イ クンヒョン
34	 MF	 長 璃喜
35	 DF	 髙橋 哲也
36	 FW	 本間 凜
37	 MF	 小川 尋斗（2種） HG
39	 DF	 藤田 明日翔（2種） HG
41	 MF	 家長 昭博
49	 GK	スベンド ブローダーセン
93	 FW	 カイキ ケイロス
97	 FW	 デリキ ラセルダ
※出場停止：なし
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す
で
に
こ
こ
ま
で
の
リ
ー
グ
戦
で
８
得
点
を

記
録
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
得
点
を
決
め

て
い
る
要
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ま
ず
、
味
方
の
選
手
た
ち
が
僕
に
パ
ス
を
出

し
て
く
れ
る
回
数
が
多
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
点
を
取
っ
て
い
る
か
ら
余
裕
と
自
信
が

生
ま
れ
て
、
そ
れ
が
プ
レ
ー
に
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
ね
。
も
と
も
と
シ
ュ
ー
ト
は
得
意
で
し

た
が
、
シ
ュ
ー
ト
ま
で
持
っ
て
い
く
ま
で
の
準

備
や
判
断
と
い
う
の
は
、
結
果
を
出
す
に
つ
れ

て
上
積
み
さ
れ
て
、
町
田
戦
の
２
点
目
の
よ
う

な
シュ
ー
ト
を
打
て
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

技
術
や
判
断
が
自
分
の
課
題
だ
っ
た
の
で
、
シ

ュ
ー
ト
が
得
意
で
も
、
ボ
ー
ル
を
受
け
て
も
シ

ュ
ー
ト
ま
で
持
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
の
が
今

ま
で
の
僕
で
し
た
。
前
所
属
の
川
崎
フ
ロ
ン
タ

ー
レ
で
は
技
術
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、

良
い
判
断
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
が

結
果
に
出
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

—
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例
え
ば
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
戦
の
同
点
ゴ
ー

ル
は
、
Ｇ
Ｋ
の
動
き
を
見
る
余
裕
が
あ
っ
た
か
ら
、

逆
を
突
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
あ
れ
は
結
果
的
に
は
ミ
ス
の
シ
ュ
ー
ト
で
し
た

ね
（
笑
）。
さ
す
が
に
狙
っ
て
は
い
な
い
で
す
。

で
も
、
あ
そ
こ
で
狙
え
る
余
裕
は
持
ち
た
い

と
思
っ
た
の
で
、
一
つ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
抜
け

出
せ
た
こ
と
に
、
自
分
の
調
子
の
良
さ
が
出
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
」

—
—

昨
年
の
レ
イ
ソ
ル
復
帰
後
、
夏
場
に
も
印

象
深
い
得
点
を
複
数
決
め
て
い
ま
す
ね
。

「
昨
シ
ー
ズ
ン
も
点
を
取
れ
そ
う
な
雰
囲
気
は

あ
り
ま
し
た
し
、
チ
ャ
ン
ス
の
回
数
も
多
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
チ
ャ
ン
ス
は
昨
シ
ー
ズ
ン
の

ほ
う
が
多
く
て
、
今
回
は
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を

決
め
切
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン

よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
」

—
—

長
南
開
史
選
手
か
ら
、
瀬
川
選
手
と
一
緒

に
居
残
り
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
の

で
す
か
？

「
ま
ず
、
僕
自
身
が
や
り
た
い
か
ら
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
開
史
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
プ
が
と
て
も
大
事
で
す
。
ま

だ
若
い
で
す
し
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
か

ら
元
気
を
も
ら
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
試
合
に

出
た
時
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
良
い
で
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
」

—
—

長
南
選
手
の
ほ
う
か
ら
「
一
緒
に
練
習
を
や

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
さ
れ
た
の
で
す
か
？

「
最
初
は
キ
ャ
ン
プ
の
と
き
に
僕
か
ら
誘
っ
て
、

そ
れ
が
ル
ー
ティ
ン
化
し
ま
し
た
。
最
近
は
連

戦
な
の
で
や
っ
て
い
な
い
で
す
が
、
ま
た
落
ち

着
い
た
ら
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ

プ
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
開
史
が
ど
う
受
け
取

っ
て
、
ど
れ
を
選
択
す
る
か
。
彼
が
自
分
の
プ

レ
ー
に
必
要
だ
と
思
っ
た
ら
吸
収
す
れ
ば
い
い

の
で
。
キ
ャ
ン
プ
で
誘
っ
た
と
き
に
は
１
日
や

２
日
で
終
わ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
開

史
が
『
今
日
は
や
ら
な
い
ん
で
す
か
？
』
と

言
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
う
い
う
思
い

が
あ
る
な
ら
や
ろ
う
と
。
僕
も
こ
の
練
習
を

や
り
た
い
で
す
し
、
そ
れ
が
開
史
の
た
め
に

な
る
な
ら
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

右
サ
イ
ド
バッ
ク
の
選
手
は
ど
こ
を
見
る
べ
き
か
、

ど
う
ト
ラ
ッ
プ
し
て
、
ど
こ
に
ボ
ー
ル
を
置
い

た
ほ
う
が
い
い
の
か
。
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
時
代
に

右
サ
イ
ド
バッ
ク
を
経
験
し
て
、
必
要
な
ポ
イ

ン
ト
が
分
か
り
ま
し
た
し
、
攻
撃
の
幅
も
広

が
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
開
史
に
伝
え
よ
う
か

な
と
。
僕
自
身
の
ト
ラ
ッ
プ
が
う
ま
く
な
っ
た

理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
し
、
身
を
も
っ
て

体
験
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
伝
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

—
—

最
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
連
戦
が
続
く
の
で
、
目
の

前
の
１
試
合
ず
つ
を
勝
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
今

の
レ
イ
ソ
ル
の
使
命
で
す
。
連
戦
で
足
が
止
ま

り
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

い
う
と
き
に
選
手
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ

て
く
れ
る
の
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
存

在
で
す
。
日
立
台
は
そ
の
力
が
他
の
ス
タ
ジ

ア
ム
よ
り
も
数
倍
あ
り
ま
す
し
、
フ
ロ
ン
タ

ー
レ
戦
も
難
し
い
試
合
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

僕
た
ち
は
声
援
に
応
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
と
力
を
一
つ
に
し
て
戦
っ
て
勝
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
選
手
だ
け
の
力
で
は
優
勝
は

で
き
ま
せ
ん
。
最
高
の
結
果
と
言
え
る
ぐ
ら
い
、

最
高
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
」

少ないチャンスを決め切る

瀬川祐輔
Yusuke SEGAWA20MF

Fo c u s
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柏レイソルパートナー  K A S H I W A  R E Y S O L  P a r t n e r

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

浦和レッズ戦、大田ハ
ナ・シチズン戦と、公

式戦２試合連続無失点勝
利を飾った。失点の多さが
課題だったレイソルだが、
ここ数試合は無失点で終え
る試合が増え、守備の安定
が結果にも表れ始めている。
　その変化を語るうえで、
一つの転機となったのが10
月17日の名古屋グランパス
戦の敗戦だ。
「個人的なところで言うと、
名古屋戦の戦いが反省材料
でした」
　そう振り返る戸嶋祥郎は、
自らが前方へ飛び出したこ
とで生まれたスペースを使
われた失点を悔やんだ。攻
撃に人数をかけることはレ
イソルの強みだが、その前
提には後方のバランスを整
え、ボールを失った際のリ
スクに備えることが求めら
れる。
　戸嶋によれば、それは昨

シーズンからレイソルが大
切にしてきた大原則でもあ
った。失点の多さから原点
に立ち返り、選手一人ひとり
が判断を見直してきたこと
が、守備の改善につながっ
ているという。
　もう一つの大きな変化は、
守備に対する選手たちの意
識だ。
　原川力は「百年構想リー
グでは自分たちの思うよう
にボールを保持できない時
間帯にストレスを感じ、そ
れがピッチ上にも表れてい
た」と振り返った。古賀太
陽も「以前は守備の陣形が
整わないまま、ボールを奪
いに出てしまう場面があっ
た」と話す。
　だが、今は違う。相手に
ボールを持たれても、慌て
ずに守備の組織を保ち、チ
ャンスを待つことができるよ
うになった。さらに、良い守
備からカウンターで得点す

る成功体験を重ねたことで、
ボールを奪えば自分たちの
チャンスになるという意識
も芽生えている。
　久保藤次郎が、守備から
スピーディーなカウンターに
転じる場面を「みんな、すご
く楽しみにしています」と話
したのも、その変化を象徴
している。
　そして、戦術や意識だけ
ではない。ゴール前で体を
張り、相手に自由を与えず、
最後の局面で粘り強く守り
切る。そうしたプレーも増え
てきた。
「最後はやらせないという
ところが結果に結びついて
いると思います」（古賀）
　レッズ戦も大田戦も、相
手に押し込まれる時間帯を
無失点で乗り切ったことが、
その後の得点と勝利につな
がった。
　現在は過密日程による疲
労の蓄積もあり、常にボー

文＝鈴木潤 Jun SUZUKI

レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取材。日々の取材を発信するH‌P「柏フットボールジャーナル」も運営。

守備の安定と戦い方の幅

ルを保持して相手を押し込
み続けることが難しい。相
手に主導権を握られる時間
帯が増える中で、いかに失
点を防ぎ、勝利につなげて
いくか。そうした戦い方も求
められている。
　ボールを保持して相手を
押し込むという理想は変わ
らない。ただ、常に自分た
ちの思いどおりに試合を進
められるわけではない。そ
んなときにも無失点で耐え、
奪ったボールを得点につな
げる。原川が言う「戦い方
の幅が広がっている」という
言葉には、今のチームの成
長が表れている。
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W e  S u p p o r t  K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6
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